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山登り教室（12/19）  

来年の登山実習に向けて、コンパスを使っ

た地図の読み方を学びました。コンパス（方

位磁石）が使えて地図を読めると次のことが

できるようになります。  

一つは、山で自分の位置がわかり、迷って

も落ち着いて行動をとることができるよう

になります。二つ目には、山頂の特徴のある

地形から自分の位置がわかれば、迷わず目的

地を探すことができるようになります。  

参加者２４名（講師４名、職員１名）  

 

 

 

親子陶芸教室の開講（12/19）  

粘土をこねながら、親子で同じ目的と時間を

共有し、無から形を生み出す楽しさと作品が焼

き上がったときの喜びや感動を共に味わい、親

子の絆と豊かな心をはぐくむことを目的に「親

子ふれあい陶芸教室」を開催しています。  

 今回は色付けを行いました。思い描いたが色

が出せるのか、出来上がりが楽しみです。  

参加者８名（講師おおた陶芸同好会４名）  

 

 

 

 

・巻頭言  

新年あけましておめでとうご

ざいます。本年もよろしくお願い

申し上げます。  

 今年こそはコロナを乗り越え

て、充実した生涯学習活動を展開

したいものです。  

・今月の主な活動  

親子陶芸教室（ 1/9）  

編み物講座（ 1/13・ 20・ 27）  

山登り教室（ 1/16）  

料理教室（ 1/21）  

2022・ 1（デジタル版 10 号）  

地図の読み方を学ぶ  

この QR コードから「はばたき」  

バックナンバーへ  

どんな色に焼き上がるのかな？  
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大台スキー場オープン！（12/25）  

当日は佐藤副市長、市議会議員をはじ

め来賓の皆様、そしてスキー場関係者合

わせて 40 名余りが参加して、安全祈願祭

とオープニングセレモニーが執り行われ

ました。  

★大台スキー場の最新情報は  

ＱＲコード↓から        

ホームページ   フェイスブック  

 

 

 

『太田町史』を読む！（全１２回）  

第１０回  私をスキーに連れてって！  

 

太田町はどこにあるか分からないが「大

台スキー場」は知っている…  

大台は、江戸時代は太田村・小神成村・

今泉村の草刈り場（草を飼料・肥料とする）

でした。明治時代以降には長信田村牧野農

業協同組合の所有地となり採草地として

利用されましたが、農耕の機械化が進み牛

馬の飼育が減少すると草地は荒れていき

ました。  

そこで、築地古館の高橋和三郎（故人）は

大台を人びとが集う公園にしようと桜苗木

二千本を植栽するなどの改良を行います。

そして昭和 35 年（ 1960）以降、全国的なス

キー熱を背景に、大台公園はスキー場とし

て利用されるようになります。太田町は志

半ばで倒れた和三郎の構想を引継ぎ大台の

開発を行っています。詳しくは町史 908 ペ

ージをご覧ください。  

1954 年（昭 29）頃の大台  

（太田北小学校の大台遠足風景）  

1981 年（昭 56）開場安全祈願祭  

大台スキー場の開場当初のロッジは

後ろに見えるプレハブであった。  

現在はロマンスリフト（604ｍ）、パラダイ

スリフト（916ｍ）と６つコース、さらに

1000ｍ程のナイターコースを備えたスキー

場に成長している。  

安全祈願祭の様子（ロッジにて）  


